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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は統合失調症患者を対象にSpecific Level of Functioning Assessmentにより社

会機能を評価するとともに、光トポグラフィ検査を用いて語流暢課題遂行中の前頭前皮質

領域の脳血流変化と社会機能との関連を検討したものである。その結果、社会機能の主観

的評価と客観的評価は正の相関を示し、また、背外側前頭前皮質/前頭極領域の脳活動と社

会機能が関連していることが明らかとなった。本論文の内容は、統合失調症の社会機能障

害の神経生理学的基盤の一端を解明したものであり、統合失調症研究の神経画像研究分野

において明らかに学術水準を高めたものと認める。 


